


「旧石器時代」は、打製石器や骨角器が使われていた時代で、先土器時代・岩宿時代とも呼ばれる。旧石器時代

の人々が生活していた更新世は、現在よりも冷涼な気候で、県内では赤城、榛名、浅間山の火山活動が活発で、あっ

た。当時の人々は動物を追い求めての遊動生活を営んでいたため、旧石器時代の遺跡から住居跡が見つかることは

ほとんどない。石器がまとまって出土するブロックや、石蒸し料理に使用した「磯鉾」が見つかる程度で、遺跡から

得られる情報は少ない。しかし、石器の分布や、作り方・石材などを多角的に分析することで、当時の人々の生活を

うかがうことができる。

石器の移り変わり 石器は、時期によって作り

方が異なる。また同時期であっても、日本列島

内で地域差が認められる。

群馬県地域の旧石器の編年は、 I期(ナイフ

形石器と斧形石器の時代)、 H期(ナイフ形石

器が発達した時代)、 E期(ナイフ形石器が小

型化した時代)、 N期(尖頭器の時代)、V期

(細石刃の時代)に区分されている。その基準

となる石器は、槍の先に使用されたナイフ形石

器・尖頭器・細石刃で、時期ごとの形態や作り

方の変化がよく分かってL、る。

内堀遺跡石器出土状態

石器石材の種類 石器の石材は大きく二種類

に分けられる。一つは紋密で説くと鋭〈割れる

もので、キ倉先やナイフなど、鋭利な刃を必要と

する石器に用いられる。長野県和田峠産の黒

曜石が代表であるが、県内では、渡良瀬川で

採集できるチャー卜、三国峠付近産出の黒色頁

岩、武尊山や八風山産出の黒色安山岩などの

「在地系石材」もある。

もう一つは、県内の河川で採集できる安山

岩や砂岩など、質の粗い石材である。主に骨や

木の実を砕いたり、石器製作のハンマーとして

使用される。

そのとき、ヒトは「いた?Jrいなかった?J

前橋・高崎市の旧石器時代の遺跡は、赤城

南麓・榛名西南麓・鏑川河岸段丘上に多〈、赤

城南麓では標高400m以上の山間部でも確認さ

れている。

これに対し、前橋台地・榛名東南麓では旧

石器時代の遺跡が見つかっていなL、。前橋台

地は、旧石器時代に浅間山の噴火による泥流

が堆積して形成されたため、当時は生活に不適

であった。また、榛名東南麓は、古墳時代の榛

名山の火砕流が厚〈堆積しており、旧石器時代

の遺跡の確認が困難で、それが遺跡が少ない

理由となってL、る。

I 圃
弥生時代には、本格的な農耕と金属器の使用が始まった。しかし、群馬県内では弥生時代中期前半までは集落

遺跡が希薄で、農耕が生業の主体として定着してなかった。それでも、中期後半の栗林式の成立を画期として遺跡

や遺物の内容が変わってくる。この変化は自律的発展だけではなく他地域の影響も受けて成立している。今回の展

示で紹介する資料は、他地域との交流など当時の社会を反映した重要な資料である。

弥生時代申期後半の土棒 高崎市伊勢廻遺跡出土の土器は、弥生時代

中期後半の栗林式土器である。県内の栗林式土器の分布は、長野県千

曲川流域と群馬県西部が一つ

の文化圏であったことを示して

L、る。

前橋市西迎遺跡出土の土器

は、この栗林式土器をベースとし

ながらも新潟方面の影響を強〈

受けておリ、地理的条件による

他地域どの交流を考える上て‘の

好資料である。
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遅ばれできたもの 高崎市本郷町の稲荷森遺跡の飾り壷は、東海地方

東部からの搬入品である。また高崎市日高遺跡出土の午宝る式土器は

茨城県から運ばれてきた。ともに弥生時代後期末の地域間交流を示す重

要な遺物である。

運ばれてきたのは土器だけでない。高崎市八

幡遺跡から出土した、弥生時代後期の銅釧は長

野県の千曲川流域で・の加工品である。また、日本

海沿いの流通ルートから長野県を経てもたらされ

た鉄剣も出土している。当時の交易を考えるうえ

で貴重な資料である。

西迎遺跡出土の弥生式土器 稲荷森遺跡出土の飾リ壷
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人形土器 県内での人形土器の発

見例は、いずれも弥生時代後期樽

式土器の時期である。墓域から出

土することから、埋葬に関係する土

器であったと考えられる。

高崎市ノ¥幡遺跡出土の赤彩壷
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;thi晶通遺跡群 前橋市元

総社町に所在する。縄文時代前

期と中期および晩期の遺跡が見

つかってt、る。元総社蒼海遺跡

群(13)では前期後半の板状土

偶が出土した。また、元総社蒼

海遺持Ff(1-mちでは、晩期前

半の小型台付浅鉢などが出土し

ている。

話福崎誌面IhE遺跡 高崎市

中大類町に所在する、縄文時代

中期主体の遺跡である。低地の

土坑群昔、ら出土した彩色ある浅

鉢は、漆とベンガラに彩られ当

時の色合いを残している。内部

に漆が塗られ、液体の貯蔵に用

いられた可能性がある。

若田坂よ遺跡出土の人形土器
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群馬I期内堀遺跡出土の石器群 群馬H期熊の穴E遺跡出土の石器群 群馬V期預無遺跡出土の石器群

縄文時代は、今から約15，000年前に始まった。この頃、日本列島はそれまでの寒冷な気候から徐々に暖かくなり、

シカやイノシシ、木の実などの動植物豊かな広葉樹の森が誕生した。これにより、定住してムラをっくり狩猟・採集

を生業とする縄文時代が始まった。定住生活は土器の使用を可能とし、煮炊きなど調理方法の多様化によって食べ

ものの種類が増え、食生活に大きな変化をもたらした。また、縄文人が作った耳飾り・益海などの装身具や、石棒・

土偶などは、縄文人の文化レベルの高さを物語る。縄文時代は、土器の形や文様から草創期、早期、前期、中期、

後期、晩期に分けられる。今回の展示では、前橋・高崎両市の各期を代表する遺物を紹介したい。

かしらえまし

碩無遺跡 前橋市主手町に所在する揃え准遺跡群中の遺跡である。縄文

時代早期の土器が多量に出土し彫刻した丸棒を回転させて文様を施し

た押型文土器や、へラや貝殻を使って幾何学的な文様を描いた話線淀土

器などがある。

上空から見た柳久保遺跡群

ごだいい営みや

五代伊野宮遺跡 前橋市五代町に所在する。縄文時代中期の住居跡

や土坑等が検出され、南関東や東北南部、北陸系統の土器と、在地の

土器がまとまって出土した。長期間にわたって各地の縄文人から土器の

文様情報がもたらされた結果と考えられる。

頭無遺跡出土の押型文土器 五代伊勢宮町遺跡出土の
深鉢型土器

五代伊勢宮町遺跡 土坑内遺物出土状態

安通・洞遺跡全景 安通・洞遺跡出土の土鍛耳飾リ安通・洞遺跡土製耳飾り出土状態

みず也まてらざわ

水沼寺沢遺跡

元総社蒼海遺跡群(13) 土偶出土状態 元総社蒼海遺跡群(9・10)
縄文晩期遺物出土状態

水沼寺沢遺跡小型石棒出土状飽

高崎市倉湖町水沼に所在する、

高崎市内では珍い、縄文時代中期

初頭の五領ヶ台式土器が出土して

いる。また、縄文時代前期の小形

石捧ゃ石製のへら状垂飾なども出

土しており、縄文時代前期末から中

期初頭への変遷を考える上で重要

である。
高崎情報団地E遺跡 3区土坑群 高崎情報団地H遺跡出土の彩色ある浅鉢
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前橋市の古墳は、旧那波郡の朝倉・広瀬古墳群、赤城南麓の大室古墳群、総社周辺の総社古墳群と、 3つの地域

に大きなまとまりが見られる。朝倉・広瀬古墳群は、 4世紀初頭から7世紀まで古墳が造られた。昭和10年の古墳調

査によれば、この地区で154基の古墳が記録されている。赤城南麓では5世紀後半から8世紀まで古墳が盛んに造ら

れ、前橋市域では最も多くの古墳が分布する。総社古墳群は、榛名山の裾野、利根川西岸の古墳群で、 5世紀後半

から7世紀後半まで継続する。 7世紀には大型の方墳が造られ、特に宝塔山古墳では高度な石材加工技術が認めら

れる。

前橋天神山古墳 朝倉・広瀬古墳群中の前橋天

神山古墳は、東国では最大級の初期前方後円墳

で、毛野地域の盟主的な豪族の墳墓と考えられて

Lる。主体部からは、銅鏡、鉄製・銅製武器類、

鉄製農耕具類など豊富な副葬品が出土してい

る。

前橋天神山古墳の粘土榔 前橋天神山古墳出土の三角縁神獣銑

赤城商瞳の中期古墳 荒砥川左岸にある今井神社古墳は、前橋市では数

少ない中期大型前方後円墳であり、地域の有力首長の墳墓と考えられてい

る。粕川町膳の白藤古墳群は5世紀後半から6世紀前半の初期群集墳であ

る。 70基以上の小規模円墳や竪穴式石榔が調査された。前橋市荒子町にあ

る舞台遺跡1号古墳は帆立貝形の中規模前方後円墳で、墓前祭犯にともな

う、石製模造品が多数出土し示、る。古墳時代中期は祭杷行為が盛んで、西

大室丸山遺跡では、巨石祭杷跡が見つかっている。 今井神社古墳 舞台遺跡I号古墳
画像提供群馬県立歴史博物館

白藤V-4号古横の埴蛤馬 白藤古墳

群中のV-4号古墳は、中期後半の小

円墳である。墳丘裾から出土した馬

形埴輪はユーモラスな顔をしてい

る。馬具が装着された騎乗用の馬で

あるが、その表現は簡略で製作技術

も手慣れていない。

白藤V-4号古墳出土の埴輪馬

商大室丸山遺跡の巨石祭開

赤城南麓の火山性泥流丘上

に立地する。巨石祭紀遺構から

は赤城山が一望できる。赤城山

に関わる祭杷跡、と考えられ、大

量の手担土器や石製模造品が出

土している。

西大室丸山遺跡 祭杷遺構から赤城山を望む
画像提供(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

赤械商窟に君臨した王者の古墳 大室古墳群の中核である前・中・後二子古墳は、赤城南麓

地域の有力首長の墳墓として、古墳時代後期の6世紀に継続して造られた。

6世紀初頭の前二子古墳は、群馬県内で最も早〈横穴式石室を採用した古墳とされる。周溝

と外堤が廻リ、全長は148mである。 6世紀中頃の中二子古墳は全長170mと最も大き L、。南側の

中堤には盾持人埴輪と円筒埴輸が立ち並んでいた。また、北側の中堤からは線刻人面付円筒

埴輪が出土している。 6世紀後半の後二子古墳は、巨石を積んだ半地下式の石室を有する。 3古

墳では一番小さく全長106mである。前方部から犬と親子猿の小像が付L、た円筒埴輪が出土し中二子古墳出土の線刻人面付円筒埴輪

ている。

後二子古墳出土の
小像付円筒埴輪

前二子古墳石室内の副葬品 前二子古墳は全長13.8mの長大な横穴式

石室を有する。明治11年に石室が開かれ、土器や装身具類、鏡、金銅製

馬具など、多数の副葬品が発見された。そのうち須恵器装飾筒形器台

は、朝鮮半島の新羅や伽耶地方に系譜が求められる。前二子古墳の被

葬者は、朝鮮半島と強い繋がりを持っていたと考えられる。

山王金冠埠古墳 朝鮮半島との繋がリは、朝倉・広瀬古墳群中の6世後

半の己主主缶詰n舌墳にも認められる。山の字を重ねたような立ち飾りを

持つ金銅製の冠は、朝鮮半島三国時代の新羅王墓出土の金冠に系譜が

求められる。

前二子古墳石室 前二子古墳石室内出土遺物 山王金冠塚古墳 金銅東冠
(東京国立博物館蔵)

[ 盲髄輪鱗輔 ¥ ;:: [ 
高崎市の古墳時代は、 4世紀に前方後方墳の元島名将軍塚古墳が築造されたことから始まる。中期になると高崎

市最大の浅間山古墳(全長171.5m)など、高崎市東部を中心に巨大前方後円墳や大型円墳が築造される。後期前

半 (5世紀後半)になると群集墳が築造され、また、中小規模の前方後円墳が高崎市北西部まで、拡大する。旧群馬町

で、は豪族居館の三ッ寺I遺跡や北谷遺跡、保渡田古墳群が築造され、榛名山東南麓に一大勢力が築かれた。後期

後半 (6世紀初頭)には竪穴式石室から横穴式石室へと埋葬形態が変化し、 6世紀後半から7世紀初頭になると、観

音山古墳や観音塚古墳などの大型前方後円墳に巨石構造の横穴式石室が採用された。その後前方後円墳は消失

し、代わりに切石積石室の中型円墳が支配者層の墳墓に採用され、 7世紀後半以降になると古墳の築造が終罵し、

古墳時代は終わりを迎える。

剣崎畏瀞酉遺跡 剣崎長瀞西遺跡は八幡台地の北端に位置する遺跡、で縄文~古墳時代の遺構が数多く検出された。中でも、古墳時代

中期 (5世紀代)・後期 (7世紀代)の横穴式石室を主体とする群集墳からは金製垂飾付耳飾・韓式系土器・最古級の馬具等の渡来人との

関連がj和、遺物が出土している。特に韓式系土器は、八幡台地上にある他の遺跡からも出土しているため、この地域に朝鮮半島から渡っ

てきた渡来人が居住していた可能性がうかがえる。

金製墨飾付耳飾 方形墳である10号墳から

出土した。純金製で長さ7.8cmである。小さ

な空玉を兵庫鎖でつなぎ、先端には心葉形

の飾リが付〈。鎖を用いた垂飾は日本にはな

く、朝鮮半島の加耶や百済との関係が想定

される。一辺10m足らずの方形墳から金製垂

飾付耳飾の出土例はなく、極めて貴重な資料

である。

金製垂飾付耳飾

綿のtI翰 一億渡回八幡塚古繍

榛名山東南麓にある、 5世紀末の保渡田八

幡塚古墳には、多数の円筒埴輪や形象埴輪

が樹立していた。その一つに川魚をくわえた

鵜の埴輪がある。首輪の表現があることか

ら、鵜飼いの様子を再現した埴輪と考えられ

る。鵜飼いに関わる圏内最古の資料である。

鵜の埴輪保渡田八幡塚古墳
画像提供かみつけの里博物館

出土した轡 3号土坑からは鉄製の轡が、馬のロに装着された状態で出土した。轡は馬を引くため

の道具であることから、この馬は土坑までヲい、てこられ、ここで殺されて埋葬されたと考えられる。

殺馬儀礼は東北アジアの騎馬遊牧民で始まり、朝鮮半島を経て日本に伝わった。発見された轡は最

古級の5世紀中葉以前と考えられる。

13号土坑馬具出土状態

金銅副飾周一下芝谷ツ古墳

高崎市箕郷町に所在する、 6世紀の下芝谷ッ古墳

から、金銅製飾覆が出土している。全国でも20例ほ

どしかなく、谷ッ古墳のものは最古の資料である。

実用品ではなく威信財と考えられる。

金銅製飾履下芝谷ツ古墳
画像提供!かみつけの里博物館

歯のある緬蛤一山名原口E遺跡1号境ー

6世紀後半の山名原ロE遺跡l号墳から

は、歯がある人の顔の埴輸が出土した。歯

をむき出しにした異様な形相をしていること

から、被葬者を守護する盾持人埴輪と考え

られる。

山名原、口H遺跡歯のある埴輪

5 



l 十三 人 ~ 
6世紀中頃に百済から伝わった仏教は、天皇中心の国家建設を主導する思想として導入された。 7世紀後半の天

武・持統朝頃には鎮護国家思想が明確になり、仏教を機軸とした古代国家の形成が始まる。この頃、上毛野固に波

及した仏教文化は、県内最古の寺院跡とされる山王廃寺跡に認められる。新国家建設期の仏教は、固による統制を

強く受けていた。しかし、奈良時代から平安時代の始めには、寺院の造営は地方の有力者層へと広がる。そして平

安時代半ばには、民衆の聞にも仏教信仰が浸透してゆく。国家主導の仏教が民衆へ広まっていく過程を、前橋市内

の遺跡や遺物によってたどってみる。

仏教文化の漉及

山王廃寺跡から「放光寺」と描かれた瓦が出土したことか

ら、山王廃寺は高崎市山名町の山上碑と、『上野国交代実録

帳』に記載のある放光寺であることがわかった。また発掘調

査で、壮麗な伽藍や多彩な仏教芸術品も確認されている。

山王廃寺近くの、愛宕山、宝塔山、蛇穴山の3古墳は、古墳

時代末期に継続して造られた大型方墳で、山王廃寺造営氏

族の墳墓と考えられてL、る。 8世紀には地方の中小豪族にも

仏教文化が伝わる。赤城南麓にある白山古墳からは、手ロ同

開称などとともに、仏具の佐波理(銅椀)が出土している。

上野田府域の出土晶

前橋市元総社町地内に想定されている古代上野国の中心「上

野国府」域からは、多数の国府関連遺物とともに、多数の灰粕陶

器や緑紬陶器が出土する。これらは平安時代の高級陶器で、上級

官人等の賛沢品や仏具として京都や

東海地方から搬入された。清里・長

久保遺跡の墓坑から出土した緑紬

陶器は、この地域の有力者の所有品

と考えられる。

元総社蒼海遺跡群(13)出土の施粕陶器

元総社蒼海遺跡群(20)出土の
国分寺瓦と寺院関連遺物

清里・長久保遺跡出土の緑紬陶器

「放光寺」
銘平瓦

山王廃寺出土の塑像頭部

".';，隼銭
白山古墳出土遺物 山上碑

地方寺院の造営

前橋市下大屋町にある上西原遺跡では、基壇建物をともなう一

辺約70mの方形区画から、瓦塔片や「上寺jや「経」と墨書された

土器などが出土した。 8世紀末から9世紀の勢多郡衝の併設寺院

と想定されている。

前橋市粕川町中之沢地内の赤

城山中に、密教系の山岳寺院跡、

宇通遺跡がある。宇通遺跡地、ら

100m下方の御殿遺跡、でbは、密教

法具「鏡」の鋳型が出土じてL、る。

赤城山中に造営された字通遺跡

仏教惜仰の拡がり

前橋市粕川町の中之沢・室沢遺跡群では、東海地方で生産された「原始灰粕陶器」が出土した。また、

前橋市五代町の桧峯遺跡で、は奈良三彩小壷が出土してL、る。どちらも、 100年近くにわたり伝世され続けた

仏具であリ、仏教に関わる特殊事情が推察される。

粕川町深津に所在する一般集落

遺跡の友成遺跡では、錫杖頭の鋳

型が出土しており、集落内での錫杖

の生産が考えられる。また、元総社

蒼海遺跡群(91)では、小金銅仏が出

土している。ともに平安時代の一般

集落内の竪穴住居からの出土であ

り、民衆への仏教信仰の広がりがう

かがわれる。

上西原、遺跡の方形区画と瓦塔
画像提供(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

¥?;; -H ・. .  

宇通遺跡礎石建物

御殿遺跡出土の鏡鋳型

中之沢室沢遺跡群出土の

原始灰紬陶器

桧峯遺跡出土の

奈良三彩小壷

友成遺跡出土の錫杖頭鋳型 元総社蒼海遺跡群(91)
出土の小金銅仏

高崎市の展示では、飛鳥時代末から平安時代までを古代として扱う。これは、 645年の「大化の改新」、 701年の

「大宝律令の制定」によって氏姓制から官僚制度・位階制度に切り替わったことによる。この時期の高崎地域では、

711年に多胡郡が新たに作られるなど、中央の強い意志が働いていたと考えられている。

この時期には百済から伝来した仏教は上野固にも伝わり、各地に広まっていた。上野三碑

である山上碑は、長利という放光寺の僧がつくった石碑で、あり、金井沢碑の碑文は、仏教の

教えに従って一族が生きていくことが刻まれている。

古代の高崎は、片岡郡・多胡郡・群馬郡に分

かれていた。片岡郡は今の八幡町や若田町を中

心に石原町、寺尾町。多胡郡は吉井町と山名町、

藤岡市の一部。群馬郡は

旧群馬町と前橋市総社

町、渋川市までと広範囲

にわたっていたと考えられ

ている。

片岡郡銘須恵器
(八幡六枚遺跡出土)
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金井沢碑

多胡郡とは

711年、古代上野国に新たに設置された郡である。「続日本紀」手口同4年3月辛亥 (6日)条には、「上

野国甘楽郡の織裳・韓級・矢田・大家、緑野郡の武美、片岡郡の山等の6~郎を害小、て、車IJ に多胡郡を

置くJとある。

多胡郡の範囲 現在の高崎市吉井地区から山名町一帯とみられるが、そこはかつて緑野屯倉や佐野屯倉な

ど、ヤマト政権の直轄地が設定されていた領域であリ、古くから朝廷との関わりが深L、土地であった。そのた

め、奈良・平安時代には、上野国有数の一大手工業地帯(窯業・布生産)となる。建郡にあたっては、その経

済力に期待する中央の意志があったと推定される。当時の朝廷は東北地方の蝦夷計略を進めておリ、その

財源、にあてられたとも考えられる。

多胡碑

多胡郡の郷名

織裳郷吉井町長根に地名が残る折茂地域が推定される。

韓級郷吉井町神保に鎮座する辛科神社周辺が推定される。

矢田郷吉井町矢田に地名があリ、この地域が推定される。

古くは「八回」と書いた。

犬家郷吉井町池にある多胡碑周辺が推定される。

武美郷藤岡市に隣接する吉井町の南東地域が推定される。

山部郷 『続日本紀』に「山等」とあり、桓武天皇の詳である

「山部jを避けて「山字jと改めたことから山名地域

が推定される。

多胡郡内郷域比定図

多胡郡正倉跡の発見 平成28年1月、東西16.8m、南北7.2mの、東西7問×南北3聞の大型礎石建物が発見された。礎石が失われてk、ても据

付穴と根!慣やの石が検出されたことから、総柱建物であることが確認できた。なお、柱の間隔は2.4m(8尺)をはかる。これらの構造から高床

の倉庫(正倉)と考えられる。

検出された礎石建物(正倉跡) 多胡郡衝正倉跡全景 y胡郡衝正倉想定復元図
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中世の遺

前橋・高崎両市では、城館祉など多数の中世遺構が調査されて

おり、多くの遺物も発見されている。この時期には、軟質陶器と呼

ばれる前立論、鉢、話器ゃ、かわらけなどの日常雑器、および石臼

などの石製品が多く出土する。また、常滑焼、瀬戸美濃産の陶器な

ど国内産陶器だけではなく、者協や白〈惑などの輸入陶磁器も出土

している。

青白磁梅掘・古瀬戸瓶子 中国の景徳鎮窯で生産

された青白磁の梅瓶は高価な希少品である。そのた

め、形態、装飾を模倣した灰紬陶器が愛知県瀬戸地

方などで生産された。写真の古瀬戸瓶子は蔵骨器と

して使われてL、た。

復元された箕輪城郭馬出西虎ロ門

国府南部遺跡僻の和錬と銅製神像 遺跡は

上野国分寺の南、高崎市塚田町と引間町一帯

にある。出土した青銅製和鏡の背面にある文

様は、山水、草花等を題材にした和風の特徴

を持つ。また、銅製神像は、念持仏として身に

つけたものと考えられる。
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調書道具・生活鎗鍵 鎌倉時代に伝わった喫

茶の風習は、戦国時代には武士の噌みとなる

ほど流行した。そのお茶を挽くための茶臼、

茶を飲むための天目茶碗は、大名、豪族など

の上級武士の所有品である。

元総社蒼海遺跡群骨白磁梅瓶 浜川北遺跡古瀬戸瓶子 国府南部遺跡群和鏡と神像の実測図 井戸跡から出土した茶臼 天目茶碗
元総社蒼海遺跡群(105)

仏鞍遺物

板碑 板碑(武蔵型)

は、埼玉県長瀞地方で産出

する緑泥片岩製の供養塔

で、 13世紀から戦国時代に

かけて関東地方に広〈見ら

れる。碑面には仏像を表す

種子が彫られたものが多

k、。

近世の始まり

前橋市富田遺跡群中世纂
板碑・五輪塔出土状態

ご qん， ， 
Z輸塔 五輪塔は平安

時代末期から造られ、鎌

倉時代以降盛んになる

供養塔である。仏教の五

大思想(地・水・火・風・

空)を表した石を積み上

Ifている。

元総社蒼海遺跡群(105)

高崎市下滝町
主主吸寺の五輪港
(近世の造塔)

室笹印塔 石造

の宝箆印塔は鎌

倉時代中期以降

に始まり、鎌倉

時代後期に盛行

した。

高崎市浜川町
来迎寺の宝鑑印塔

(近世の造塔)

本展示では、天正18(1590)年、徳川家肢が江戸に本拠地を移してからを近世として撤う。家康は、 自分の側近であ

る井伊直政を箕輪城(所領12万石)、平岩親吉を厩橋城(所領3万3千石)に配した。これは、家康が上州、|の箕輪、前

橋を重要視していたことのあらわれである。

高崎城 井伊直政は慶長3(1598)年に箕輪城から和田に移リ、そこを

高崎と名を改め、高崎城を築城した。その後の高崎城は、安藤氏、松平

(大河内)氏などが城主を動めた。

前橋鳩 前橋城は酒井氏(所領15万石)次いで松平氏(越前)の居城

となったが、明和4(1767)年、希IJ根川氾濫により本丸が崩壊した後、幕

末まで城が再建されることはなかった。

前橋・高崎両市とも、城を中心とした街づくリが行われ、第二次世界大戦の戦禍による影響はあるものの、基本的な町割リ

は、数百年経った現在でも残ってL唱。遺物は、 16世紀末以降の伊万里焼など高級品だけでなく、「くらわんか」と呼ばれた

椀や、徳利などの日常雑器も出土している。

二銭前橋会場

2017年1月6日(金)-1月11日(水)
前橋プラザ元気211階にぎわいホール午前9時~午後6時

前橋市本町二丁目12-1

お問い合わせ先

前橋市教育委員会事務局文化財保護課

干371-0853前橋市総社町3-11-4 TeI:027-280-6511 Fax:027-25ト1700

高崎会場

2017年1月14日(土)-1月23日(月)
高崎シティギャラリー 2階第6展示室午前9時~午後6時

高崎市高松町35-1

お問い谷わせ先

高崎市教育委員会事務局文化財保護課

干370-8501高崎市高松町35-1TeI:027-321-1292 Fax:027-328-2295 


